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起床・就寝、トイレ、衣服の着脱など基本
的な生活習慣から約束遵守、公共の場でのマ
ナーまで、日常生活でのさまざまな習慣につ
いて、子どもが一人でできるようになるまで
親のしつけは続く。日ごろの生活習慣の自立
はどのように進んでいくのだろうか。まず、
日ごろの生活習慣12項目について、一人でで
きるかどうかを聞いた。「完全に一人ででき
る」から「まったく一人ではできない」まで
04 段階の評定で回答してもらった。

◆◆自立度が急速に高まる基本的
生活習慣

図03－01はその結果を「完全に一人ででき
る」割合が高い順に並べたものである。自立
度が高い行動は、「衣服を脱いだり着たりす
ること」「トイレでの排泄や、そのあとしま
つ」の02 つで、群を抜いている。以下、「公
共の場で騒がないこと」「お風呂でのからだ
洗い」「歯磨きの習慣」「食事をこぼさず、ぎ
ょうぎよく食べること」などが続く。これら
上位の項目中、「公共の場で騒がないこと」
を除く05 項目には共通点がある。それは図
03－02にみられるように、年少児と年長児と
の差が大きいこと、すなわち発達につれて急
速に自立度が増していくことである。食べる

こと、着ること、排泄、清潔にすることなど
は「基本的生活習慣」のなかでも生活上、欠
かすことのできない習慣であるため、子ども
たちはかなりの早さで一人でできるようにな
っていくことがわかる。

◆◆自立が進まないのはあいさつや約束
これに対して学年が上がってもなかなか完

全に一人でできるようにならないことがある
（図03－02）。「家族やまわりの人にあいさつ
やお礼を言うこと」、および「決まった時間
に朝起きたり、夜寝たりすること」「約束を
守ること」は、年少児と年長児の差が非常に
小さい。言い換えると、これらはいつまでも
親にとって気がかりなしつけの項目だという
ことができよう。同様に、「公共の場で騒が
ないこと」も「完全に一人でできる」割合が
年長児になっても伸びない。つまり、人間関
係を円滑に保つための社会的なマナーに属す
る行動、そして規律ある生活リズムのために
必要な起床・就寝の習慣もまた、なかなか身
についていかないものであることが示されて
いる。「夜更かし」は現代人の特徴であるが、
幼児にもそれがおよんでいることがこのよう
な結果に示されているのかもしれない。

発達とともに自立度が急速に高まる生活習慣がある一方、年長児になっても一
人でできず、いつまでもしつけの課題であり続ける項目もある。おおむね女子
のほうが自立度が高い。 

自分一人でできること 
第1節 
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衣服を脱いだり着た 
りすること 

（62.1） 

トイレでの排泄や、 （47.2） 
そのあとしまつ 
公共の場で騒がない 
こと 

（20.4） 

お風呂でのからだ洗い （18.7）  

歯磨きの習慣     （18.0）  

食事をこぼさず、ぎょ
 （16.6） 

うぎよく食べること 

遊んだあとの片づけ （13.0） 

家族やまわりの人にあい
 

さつやお礼を言うこと 
（12.0） 

決まった時間に朝起き 
たり、夜寝たりすること 

（  9.2）
  

約束を守ること （  8.8）  

家事のお手伝い （  8.0） 

翌日のしたくや準備 
をすること 

（  7.3） 

■図3－1　日ごろの生活習慣 

■図3－2　日ごろの生活習慣（学年別） 

（％） 

「完全に一人でできる」の％ 
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◆◆女子の自立は早い
日ごろの生活習慣の自立度を子どもの性別

でみてみると図03－03のようになる。ほとん
どの項目で女子のほうが「完全に一人ででき
る」割合が高い。男女差がないのは「決まっ
た時間に朝起きたり、夜寝たりすること」と
「遊んだあとの片づけ」の02 項目であった。

反対に大差で女子のほうの自立度が高いのは、
「トイレでの排泄や、そのあとしまつ」「食事
をこぼさず、ぎょうぎよく食べること」「公
共の場で騒がないこと」「衣服を脱いだり着
たりすること」などである。「女の子は育て
やすい」とよくいわれるが、このようなとこ
ろにその裏づけがあるようである。

■図3－3　日ごろの生活習慣（性別） 
（％） 

「完全に一人でできる」の％ 
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◆◆強い「あと片づけ」への要求
「もう少し自分でやってほしい」と母親が
思っている生活習慣を、第01 節と同じ12項目
中から複数回答で選択してもらった結果が図
03－04である。1997年調査に同様の項目があ
るので一緒に示した。表現が今回と少し異な
る項目があるが、これについては注01 ）を参
照していただきたい。
第01 節で明らかになった自立が遅い生活習

慣が、やはり多く選ばれている。「遊んだあ
との片づけ」が39.0％で第01 位。これを「完
全に一人でできる」子どもは13.0％で、決し
てもっとも自立の遅い習慣ではないのだが、
要求はもっとも多かった。母親があと片づけ
ができない子どもにたいへん悩んでいること
は、子育ての悩みや気がかりをたずねた□4

の結果で、45項目中第10位にあがっているこ
とからもうかがえる。
これ以外の上位の項目も自立が進まない生

活習慣である。第02 位の「家族やまわりの人
にあいさつやお礼を言うこと」、第03 位の
「決まった時間に朝起きたり、夜寝たりする
こと」、第04 位の「約束を守ること」も、図
03－02（p.49）からわかるように、年長児に
なってもなかなか一人でできるようにならな
い生活習慣である。例外は「家事のお手伝い」
であった。「完全に一人でできる」という回
答は8.0％だが、もっとできるようになって
ほしいと思う母親は5.0％にすぎない。まだ
お手伝いを求めるには早い年齢であるという
ことだろうか。

「あと片づけをする」「あいさつやお礼を言う」などの習慣をもう少ししっかり
と自分でやってほしいと思う母親が多い。第1子のほうが第2子以降よりも、
そして男子のほうが女子よりも、自立した生活習慣を形成してほしいと思われ
ている。 

もう少し自分でやってほしいこと 
第2節 
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■図3－4　もう少し自分でやってほしいこと（経年比較） 
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注1）1997年調査では、「遊んだあとの片づけ」は「遊んだあとや部屋の片づけ」、「約束を守ること（テレビや遊
ぶ時間など）」は「約束を守ること（帰宅時間、テレビやゲームの時間など）」と表記している。 

注 2）1997年調査では、「公共の場で騒がないこと」「衣服を脱いだり着たりすること」という選択項目はない。 
注 3）複数回答。 
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◆◆学年で異なる母親の要求
学年別にみると（図03 －05 ①）、第01 節に

示した学年上昇とともに自立度が高まってい
く基本的生活習慣については、一人でやって
ほしいという母親の要求は年中児、年長児と
なるにつれて低くなっていく。例えば、「食
事をこぼさず、ぎょうぎよく食べること」や、
「歯磨きの習慣」「トイレでの排泄や、そのあ
としまつ」「衣服を脱いだり着たりすること」
などがそれにあたり、年長児では要求が少な
くなる。しかし、逆に年長児になるとはっき
りと増える項目がある。「翌日のしたくや準
備をすること」と、割合は低いが「家事のお
手伝い」などである。翌日の登園のために必
要なものを自分でそろえるようにさせること
は、小学生になってからますます必要になる
必須の習慣のしつけであるし、「家事のお手
伝い」も幼児期を脱して児童期になるにつれ
て大切なしつけになる。発達にともなう、家
庭でのこのようなしつけの移り変わりがこの
データにはよくあらわれているといえよう。

◆◆第１子、そして男子への自立要求が
強い
このような生活習慣の自立への要求は、子

どもが第01 子か、第02 子以降かによって違い
がみられた（図03 －05 ②）。第01 子の母親の
ほうが「もう少し自分でやってほしい」と思
う割合が高い項目が多い。第02 子以降への要
求が高いのは「公共の場で騒がないこと」の
01 項目のみで、それ以外のほとんどの生活習
慣は第01 子の母親の要求が強い。
最初の子どもには熱心にしつけをする様子

が今回の他の質問からも浮かび上がってい
る。例えば、□6 01 ）子どもの通う幼稚園や
保育園を選ぶときにどの園にするかを「よく
考えた」のは第01 子の母親に多く、また、

□2 の「子どもの様子を見ていると、つい不
安になることがある」「子どもの態度にイラ
イラする」のも第１子の母親のほうが多く、
これも慣れないなかで、一生懸命に育児をし
ていることのあらわれと思われる。また子ど
も自身も、第02 子以降の場合はきょうだいを
見習う機会があるため、発達が早くなる可能
性が高い。それらの複合要因がこの自立要求
の違いをもたらすものと考えられる。
さらに、性別でも違いがみられる（図03－

05 ③）。総じて男子への自立要求が強い。こ
れは第01 節で明らかになった男子の生活習慣
の自立度の低さの裏返しであろう。例外は、
「決まった時間に朝起きたり、夜寝たりする
こと」が女子への要求が強く、「遊んだあと
の片づけ」「家事のお手伝い」は男女差がな
いことである。この03 つは男女にかかわらず
よい習慣形成が困難な内容なのであろうか。

◆◆要求が多い母親とは
12の生活習慣項目から「もう少し自分でや

ってほしい」と思う項目をいくつでも選択し
てもらったが、いったい母親は何項目を選ん
だのかをみてみた。1 項目だけ選択した母親
が17.1％、2 項目23.5％、3 項目19.4％、4 項
目10.1％、5 項目5.0％、6 項目1.8％、7 項目
0.8％、8 項目0.3％、9 、10、12項目がそれぞ
れ0.1％、そしてまったく選ばなかった母親
は21.6％であった（11項目選んだ母親はいな
かった）。2 項目選択した母親がもっとも多
く、1人平均の選択数は2.10項目であった。
どのような母親がたくさん選択したのかを

みると、多いのは、年少児の母親2.20項目（年
長児1.99項目）、男子の母親2.27項目（女子
1.93項目）、そして第01 子の母親2.29項目（第
02 子以降1.90項目）であった。
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■図3－5　もう少し自分でやってほしいこと（学年別、出生順位別、性別） 

（全体） 
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年中（1332人）     
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◆◆7割がしつけの状況に満足
「あなたは現在、お子様の生活習慣やしつ
けの状況に全体として満足していますか」と
いう質問に、「とても満足している」から
「ぜんぜん満足していない」までの04 段階評
定法で得た回答結果は図03 －06の通りであ
る。「とても満足している」が4.8％、「まあ
満足している」が65.2％で、合計70.0％が満
足している。1997年調査では70.4％だったの
で差はないといえる。
第01 節で述べた生活習慣を一人でできるか

どうかという質問に対して「完全に一人でで
きる」と答えた母親ほど、このしつけ状況な
どへの満足度が高いという結果が出た（図省
略）。とくに、全般に自立度の低い項目につ
いて「完全に一人でできる」と答えた母親の
満足度が高かった。すなわち「家事のお手伝
い」「約束を守ること」「翌日のしたくや準備
をすること」「遊んだあとの片づけ」「家族や
まわりの人にあいさつやお礼を言うこと」な
どを「完全に一人でできる」とした母親は
「とても満足している」と答える割合が高か
った。そして多くの子どもが一人でできる衣
服の着脱やトイレの排泄・あとしまつなどが
できても、母親の満足度の高さはさほどでも
ない。心をくだいて難しいしつけをし、子ど
もがそれをできるようになることが母親に高
い満足感をもたらしているようである。

◆◆女子の母親の満足度が高い
しつけなどへの満足度は、学年別、幼保別、

母親就労状況別では差がない。満足度の違い
があるのはまず性別である。図03－07の通り、

女子の母親は73.4％が「満足している（とて
も＋まあ）」であるのに対し、男子の母親の
それは66.7％で、有意な差がある。「完全に
一人でできる」生活習慣が多いと母親が評価
したのは女子であり、もう少し自分でやって
ほしい項目をたくさんあげたのは男子の母親
であったことからすれば自然な結果といえる。

◆◆第02子以降に高い満足度
同様に、生活習慣について「一人でできる」

と評価する傾向が強い第02 子以降の子どもに
対しては、母親の満足度も高かった（図03－
08）。 第01 子の母親の「満足している（とて
も＋まあ）」割合は66.8％、第02 子以降では
73.4％と、これも有意な差となっている。02
人目以降になると、親は子育てに慣れてしつ
けの「こつ」もわかってくるし、子どもも上
のきょうだいと一緒に遊ぶなかで自然に必要
な生活習慣が身につくことが多い。第01 子と
では満足度に違いが出るのもうなずける。

◆◆しつけ状況の満足度は子育ての
楽しさにつながる

子どもの生活習慣やしつけ状況の満足度
は、毎日の子育ての楽しさと関係があるのか
どうかをみてみた（図03 －09）。しつけ状況
に「とても満足している」母親の55.1％が、毎
日の子育てを「とても楽しい」と答えている。
「ぜんぜん満足していない」母親で毎日の子育
てを「とても楽しい」としているのはわずか
5.7％であることと比べると大きな違いであ
る。しつけ状況の満足度は毎日の子育ての楽
しさと深い関係にあることが明らかである。

子どもの生活習慣やしつけ状況への満足度は1997年調査とあまり変わっておら
ず、7割が満足している。女子、そして、第2子以降の母親のほうが満足度が
高い。これも前回調査と同じ結果であった。 

生活習慣やしつけの満足度 
第3節 
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ぜんぜん楽しくない 
あまり楽しくない  　 無答不明 

■図3－6　生活習慣やしつけ状況への満足度（経年比較） 

まあ満足している        　　　　　　　あまり満足していない 
（％） 

1997年 

2003年 

3.8   　　　 66.6   　　　　　　26.4    0.6 

　4.8   　　　　65.2    　　27.3    1.2

とても満足 
している 

ぜんぜん満足していない  　 無答不明 

2.6

■図3－7　生活習慣やしつけ状況への満足度（性別） 

まあ満足している        　　　　　　　あまり満足していない 
とても満足 
している 

ぜんぜん満足していない  　 無答不明 

1.5

男　子    

女　子 

3.6   　　 63.1    　30.2   1.4 

　5.9   　　　　67.5    　　　24.1  1.1

1.7 

1.4 

■図3－8　生活習慣やしつけ状況への満足度（出生順位別） 

まあ満足している        　　　　　　　あまり満足していない 
（％） 

（％） 

（％） 

とても満足 
している 

ぜんぜん満足していない  　 無答不明 

1.6

■図3－9　子育ての楽しさ（生活習慣やしつけ状況への満足度別） 

まあまあ楽しい とても楽しい 

1.4

とても満足 
している   

まあ満足 
している 

あまり満足 
していない  

ぜんぜん満足 
していない 

第1子 

第2子 
以降 

4.8   　　　62.0   　　　　　 30.3    1.3 

4.8   　　　 68.6    　　　24.0  1.2

 　　　　55.1    　　　39.5    3.0 

　　　22.5   　　　　　　69.5    　 6.4   1.4 

　9.4    　68.6    　　 18.4   2.4 

5.7   　50.9    　　　37.7  　　3.8  1.9

1.8 　 0.6

0.3

1.3

（2478人） 

（3477人） 

（1790人） 

（1682人） 

（1785人） 

（1676人） 

注）サンプル数は3477人。 
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